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お問合せ・お申込み先  彦根商工会議所
〒522-0063 彦根市中央町 3-8
 TEL.0749-22-4551／ FAX.0749-26-2730
Ｅ-mail　soumu@hikone-cci.or.jp
ＨＰ       http://www.hikone-cci.or.jp/

受付時間 8：30 ～ 17：15
（土日・祝日、年末年始・ＧＷ・お盆等で休館時は受付不可）
・免除科目がある場合は、申込時に、証明書類を持参・提示してください。
・会場等の都合で、受付時間・施行日等を変更する場合があります。
・受験料（消費税８％が含まれています）を添えてお申し込みください。
・申込締切日は厳守してください。締切日以降はお受けできません。

平成28年度 彦根商工会議所 検定試験日程発表!!

施行日

６/12（日）

11/20（日）

Ｈ29．2/26（日）

   申込受付期間（窓口）

4/4（月）～  5/13（金）

9/12（月）～10/21（金）

12/19（月）～Ｈ29．1/27（金）

回

143

144

145

※145回は１級施行なし、２～４級のみ
※簿記のみ、当所ホームページからネット申込可。詳細
はホームページをご覧ください。
（申込受付期間のみフォームがＨＰ上に掲載されます。）

◇受験料　１級 7,710円 ・２級4,630円
　　　　　３級 2,570円・４級1,640円

◇受験料
そろばん（珠算）  １級 2,100円・２級1,570円・
３級 1,360円・４級～６級 940円・7～10級 840円
暗算 1～10級 840円

◇受験料　
珠算・暗算両方 2,620円／珠算のみ2,260円／
暗算のみ 1,130円

◇受験料　２級5,660円 ・３級4,120円

日商簿記

施行日 申込受付期間（窓口）回 級

2

3

2

3

リテールマーケティング（販売士）

施行日

６/26（日）

10/23（日）

Ｈ29．2/12（日）

   申込受付期間（窓口）

4/18（月）～  5/26（木）

8/15（月）～  9/23（金）

12/5（月）～Ｈ29．1/12（木）

回

207

208

209

そろばん（珠算）・暗算

施行日

６/26（日）

10/23（日）

Ｈ29．2/12（日）

   申込受付期間（窓口）

4/18（月）～  5/26（木）

8/15（月）～  9/23（金）

12/5（月）～Ｈ29．1/12（木）

回

117

118

119

段位

■企業が求める資格、第１位！

■マーケティング力強化で流通・
　小売をリードする！

■記憶力や集中力アップ！学力向上の効果も

7/９（土） 5/９（月）～6/17（金）

Ｈ29．2/15（水） 12/12（月）～ H29.1/20（金）
■ 珠算や暗算のさらなるステップアップを

（東京商工会議所検定試験の日程は不易流行３月号に掲載します）

78

79

　　
全
国
の
各
自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ
の
地
域

の
地
方
版
総
合
戦
略
を
２
０
１
６
年
３
月

末
ま
で
に
描
き
、国
は
プ
ラ
ン
を
精
査
し
、

地
方
創
生
を
本
格
的
に
推
し
進
め
て
い
く

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。特
に
、新
型
交
付
金

は
一
律
に
交
付
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、各

自
治
体
は
生
き
残
り
を
か
け
て
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。そ
し

て
、高
齢
化
と
生
産
年
齢
人
口
減
少
が
い
よ

い
よ
顕
在
化
す
る
な
か
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
誘

致
は
地
方
創
生
に
欠
か
せ
な
い
視
点
と
な

っ
て
い
る
。２
０
１
５
年
の
訪
日
外
客
数

は
前
年
比
47・１
％
増
の
１
９
７
３
万 

７ 

千
人
。過
去
最
高
で
あ
っ
た
２
０
１
４
年

の
１
３
４
１
万
３
千
人
を
６
０
０
万
人
余

り
上
回
っ
た
。円
安
に
よ
る
割
安
感
の
定

着
、ビ
ザ
の
大
幅
緩
和
、消
費
税
免
税
制
度

の
拡
充
等
も
増
加
を
後
押
し
し
た
結
果
と

な
っ
た（JN

TO
 

統
計
）。そ
し
て
、訪
日
経

験
が
多
い
外
国
人
ほ
ど
地
方
へ
の
訪
問
意

欲
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、ま
す
ま
す
地

方
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
加
速
し
て
い
く
。

　
各
地
方
自
治
体
が
ア
イ
デ
ア
を
競
い
地

方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
取
り
組

む
な
か
で
、地
域
に
密
着
し
た
事
業
、言
い

方
を
変
え
る
と「
地
域
の
課
題
の
解
決
に

つ
な
が
る
事
業
」を
創
出
し
、「
地
域
経
済

活
性
化
の
担
い
手
」と
な
る
こ
と
が
で
き

る
企
業
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。そ
こ

に
は
中
小
企
業
や
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
成

功
を
収
め
る
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
眠
っ

て
い
る
。

　
ト
レ
ン
ド
は「
個
人
化
」「
共
鳴
・
共
感
」。

見
極
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は「
タ
ー

ゲ
ッ
ト
」、そ
し
て「
量
を
取
る
か
質
を
取

る
か
」で
あ
る
。常
に
強
調
し
て
き
た
が
、

観
光
集
客
の「
質
」を
高
め
る
発
想
が
重
要

で
あ
る
。

　
例
え
ば
、従
来
、観
光
振
興
に
あ
っ
て
は
、

一
年
間
に
何
百
万
人
の
観
光
客
を
呼
び
込

ん
だ
の
か
と
い
う「
人
数
」が
指
標
と
し
て

重
視
さ
れ
て
き
た
。し
か
し
経
済
効
果
を

考
え
る
場
合
、人
数
だ
け
で
は
な
く
、そ
の

街
で
の
消
費
額
こ
そ
意
味
が
あ
る
。日
帰

り
観
光
か
ら
宿
泊
観
光
へ
の
転
換
、さ
ら
に

は
連
泊
し
て
も
ら
え
る
よ
う
な
滞
在
型
の

観
光
地
づ
く
り
が
必
要
だ
。

　
今
号
で
は「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ル
に
学

ぶ
」と
題
し
た
が
、昨
今
話
題
の「
民
泊
」特

需
を
期
待
し
て
の
特
集
で
は
な
い
。学
ぶ

べ
き
は
い
か
に
地
域
の
課
題
解
決
を
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
と
し
、地
域
に
貢
献
で
き
る

か
で
あ
る
。

　
人
口
減
少
・
都
市
間
格
差
は
、地
方
都
市

の
直
面
す
る
重
要
な
課
題
で
あ
る
。彦
根

商
工
会
議
所
は
、地
域
へ
の
誇
り
と
愛
着
を

醸
成
す
る
地
域
経
営
の
視
点
で
、観
光
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
み
、ブ
ラ
ン
ド
開

発
・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
に
も
傾
注
し
て

い
る
。地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推

進
を
追
い
風
と
し
、地
域
の
課
題
を
解
決
す

る
新
規
事
業
や
起
業
、若
き
ア
ン
ト
レ
プ
レ

ナ
ー
の
出
現
に
期
待
し
た
い
。

▶篠山市は人口約43,000人。兵庫県中東部にあり、1999年4月1日に旧多紀郡篠山町・今田町・丹南町・西紀町の4町が合併し市制が施行された。四方を山に囲まれ、
　古来京都への交通の要衝として栄え、町並みや祭りなどに京文化の影響を色濃く残す地域である。この地に学びたいビジネスモデルがある。

特集

地
域
の
課
題
解
決
に

ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
が
あ
る

篠山城下町ホテルに学ぶ
ビジネスチャンスの在処
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物件の運用・契約スキーム
■NOTEが「仮りそめの大家」になる不動産の所有と利用の分離手法
■空き家を10年間無償で借り受け、必要な改修を行ったうえで、事業者にサブリース（又貸し）
■10年間で投下資金を回収 ⇒ 空き家となった歴史的建造物や古民家を10年間継承

▶日本の地方をステキに変える ～地方に光をあてる 空き家アセットマネジメント～より

▶篠山城下町ホテルNIPPONIA・ONAE棟▶篠山城下町ホテルNIPPONIA・SAWASHIRO棟

　　
ニ
ッ
ポ
ニ
ア（N

IPPO
N
IA

）は
、各

地
に
点
在
し
て
残
さ
れ
て
い
る
古
民
家

を
、そ
の
歴
史
性
を
尊
重
し
な
が
ら
客
室

や
飲
食
店
、ま
た
は
店
舗
と
し
て
リ
ノ
ベ

ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、そ
の
土
地
の
文
化
や

歴
史
を
実
感
で
き
る
複
合
宿
泊
施
設
と

し
て
再
生
し
て
い
く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
り
、そ
の
フ
ラ
ッ
グ
シ
ッ
プ
と
な
る
の

が「
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IPPO
N
IA

」

で
あ
る
。

　
篠
山
の
城
下
町
に
は
古
民
家
が
数
多

く
あ
り
、昨
年
10
月
、古
民
家
４
棟
を
リ

ノ
ベ
ー
ト
し
、宿
泊
施
設
と
し
て
オ
ー
プ

ン
し
た
。今
後
も
城
下
町
内
の
他
の
古
民

家
を
リ
ノ
ベ
ー
ト
し
、宿
泊
棟
と
し
て
オ

ー
プ
ン
さ
せ
る
予
定
で
、町
の
い
た
る
と

こ
ろ
に
宿
泊
施
設
が
存
在
し
、ま
た
町
内

に
あ
る
シ
ョ
ッ
プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど

の
施
設
と
連
携
す
る
こ
と
で
、町
全
体
が

ホ
テ
ル
と
し
て
機
能
す
る
新
し
い
ス
タ

イ
ル
の
複
合
宿
泊
施
設
を
目
指
し
て
い

る
。

　
築
１
０
０
年
超
の
古
民
家
を
含
む
４

棟
はO

N
A
E

（
オ
ナ
エ
）、SAW

A
SIRO

（
サ
ワ
シ
ロ
）、NO

ZI

（
ノ
ジ
）、SIO

N

（
シ

オ
ン
）と
、菊
の
名
が
つ
い
て
い
る
。菊
と

篠
山
の
関
わ
り
は
古
く
、旧
篠
山
藩
主
が

当
時
の
将
軍
か
ら
拝
領
し
た
と
伝
え
ら
れ

る
の
が「
お
苗
菊
」。毎
年
秋
に
３
０
０
０

鉢
の
菊
が
並
ぶ「
篠
山
市
菊
花
展
」な
ど
、

菊
は
今
も
、篠
山
の
人
々
に
愛
さ
れ
て
い

る
か
ら
だ
と
い
う
。

　

N
IPPO

N
IA

の
取
り
組
み
は
、平
成
26

年
地
域
再
生
法
に
基
づ
く「
地
域
再
生
推

進
法
人
」の
指
定
を
受
け
た
一
般
社
団
法

人N
O
TE

を
は
じ
め
、各
分
野
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
が
参
画
し
、関
西
圏
国
家
戦
略

特
区
の
特
区
事
業
認
定
を
活
用
し
な
が

ら
、建
築
基
準
法
の
緩
和
や
旅
館
業
法
の

特
例
、ま
た
、REV

IC

（
地
域
経
済
再
生

支
援
機
構
）の
観
光
活
性
化
マ
ザ
ー
フ
ァ

ン
ド
を
中
心
と
し
た
民
間
資
本
の
投
融

資
を
受
け
て
実
施
す
る
な
ど
、日
本
初
の

事
例
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る
。

　
画
期
的
な
の
は
、特
区
事
業
に
認
定
さ

れ
、９
室
以
下
の「
ホ
テ
ル
」、４
室
以
下

の「
旅
館
」が
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
り
、

旅
館
業
法
の
玄
関
帳
場（
フ
ロ
ン
ト
）設

置
義
務
に
つ
い
て
も
規
制
緩
和
に
よ
り

複
数
の
分
散
し
た
宿
泊
施
設
を
、一
ヶ
所

で
運
営
管
理
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
っ

た
点
で
あ
る
。
４
棟
あ
る
篠
山
城
下
町

ホ
テ
ルN

IPPO
N
IA

の
フ
ロ
ン
ト
は

O
N
A
E

棟
に
あ
る
。

　

N
IPPO

N
IA

の
推
進
母
体
は
、一
般

社
団
法
人N

O
TE

だ
。篠
山
城
築
城
か

ら
４
０
０
年
の
２
０
０
９
年
に
設
立
。農

村
に
残
る「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」に
豊

か
な
社
会
づ
く
り
の
源
泉
が
あ
る
と
考

え
、人
々
の
日
々
の
暮
ら
し
を
書
き
留
め

る（N
O
TE

す
る
）こ
と
で
、こ
の
土
地

の
歴
史
と
文
化
を
受
け
取
り
、未
来
に
継

承
す
る
こ
と
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
い

る
。

　

N
O
TE

は
こ
れ
ま
で
兵
庫
県
の
丹
波

篠
山
を
拠
点
に
古
民
家
の
再
生
活
用
を

中
心
と
し
た
地
域
づ
く
り
を
展
開
し
て

き
た
。丹
波
・
但
馬
エ
リ
ア
な
ど
で
約
50

軒
の
古
民
家
を
宿
泊
施
設
や
店
舗
等
と

し
て
再
生
活
用
の
実
績
を
も
ち
、２
０
１

４
年
か
ら
は
、行
政
・
金
融
機
関
・
民
間

企
業
・
中
間
支
援
組
織
が
連
携
し
て
運
営

す
る「
地
域
資
産
活
用
協
議
会 O

pera

」

の
事
務
局
と
し
て
、歴
史
地
区
再
生
に
よ

る
広
域
観
光
圏
の
形
成
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
古
民
家
再
生
支
援
サ
ー
ビ
ス
の

他
、古
民
家
再
生
支
援
を
は
じ
め
、着
地

型
ツ
ー
リ
ズ
ム
支
援
、６
次
産
業
化
支

援
、地
域IC

T

情
報
戦
略
支
援
、キ
ャ
ッ

ス
ル
ウ
ェ
デ
ィ
ン
グ
な
ど
、地
域
を
活
性

化
さ
せ
て
い
く
た
め
の
仕
組
み
作
り
を

支
援
し
て
い
る
。

　
先
人
た
ち
が
残
し
た
技
術
や
資
産
に
、

知
恵
を
つ
か
い
、生
業
と
し
て
継
承
し
て

い
く
こ
と
は
難
し
い
。地
域
づ
く
り
、地

域
再
生
の
主
役
は
そ
の
土
地
の
人
た
ち
で

あ
り
、NO

TE

は
あ
く
ま
で
も
地
域（
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
）の
パ
ー
ト
ナ
ー
で
あ
り
、中

間
組
織
と
し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

古
民
家
の
再
生
と

サ
ブ
リ
ー
ス

一
般
社
団
法
人 N

O
TE

（
ノ
オ
ト
）

※

観
光
活
性
化
マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド…

…
地
域
の
観
光
活
性

化
を
目
的
と
し
て
株
式
会
社
地
域
経
済
活
性
化
支
援
機

構
、株
式
会
社
日
本
政
策
投
資
銀
行
、株
式
会
社
リ
サ
・
パ

ー
ト
ナ
ー
ズ
の
３
社
で
組
成
さ
れ
た
、マ
ザ
ー
フ
ァ
ン
ド
。

※

　　
空
き
家
化
し
て
い
る
歴
史
的
建
造
物
の

背
景
に
は
お
お
よ
そ
、次
の
よ
う
な
も
の

が
あ
る
。

● 

歴
史
的
な
建
造
物
は
、そ
の
街（
自
治

体
）の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
為
、「
簡
単
に
は

放
棄
で
き
な
い
」又
は「
壊
せ
な
い
」。

● 

古
く
か
ら
、そ
の
地
域
の
名
家（
庄
屋
・

名
士
）で
あ
る
ケ
ー
ス
が
多
く
、解
体
し
た

り
、売
却
す
る
事
が
難
し
い
。

● 

個
人
で
維
持
で
き
な
く
な
っ
た
歴
史
的

な
建
造
物
は
、自
治
体
や
国
に
寄
付
さ
れ
、

登
録
文
化
財
等
と
し
て
登
録
さ
れ
、最
低

限
の
維
持
が
成
さ
れ
る
。 

し
か
し
、行
政

主
導
で
再
生
す
る
場
合
、従
来
型
の
記
念

館
や
資
料
館
、地
域
セ
ン
タ
ー
と
な
り
指

定
管
理
料（
委
託
料
）な
ど
が
更
に
発
生

す
る
事
に
な
り
、ほ
と
ん
ど
が
赤
字
運
営

と
な
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。

● 

寄
付
さ
れ
た
建
物
は
、活
用
さ
れ
て
い

な
い
状
態（
空
き
家
）で
も
、最
低
限
の
維

持
管
理
コ
ス
ト
が
年
間
数
百
万
必
要
と
な

る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

● 

自
治
体
が
保
有
又
は
預
か
っ
て
い
る
建

物
な
の
で
、民
間
企
業
が
活
用
で
き
な
い
。

● 

採
算
の
合
う
事
業
モ
デ
ル
に
出
来
な
く

て
困
っ
て
い
る
地
方
自
治
体
は
多
い
。

　

N
O
TE

は
、こ
う
し
た
物
件
を「
10
年

間
無
償
で
借
り
上
げ（
固
定
資
産
税
相
当

額
を
負
担
）、資
金
を
投
下
し
て
改
修
し
、

こ
れ
を
事
業
者
に
サ
ブ
リ
ー
ス（
又
貸
し
）

し
、10
年
間
の
家
賃
収
入
で
資
金
回
収
す

る
」と
い
う
手
法
を
採
用
し
て
い
る（
デ

ベ
ロ
ッ
パ
ー
的
な
要
素
）。所
有
者
に
と

っ
て
、固
定
資
産
税
の
負
担
が
な
く
な
り
、

修
繕
等
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
心
配
が
不
要

と
な
る
ば
か
り
で
な
く
、10
年
後
に
は
再

生
さ
れ
た
物
件
が
戻
っ
て
く
る
、と
い
う

メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

　

N
O
TE

は
、古
民
家
を
10
年
先
の
未
来

に
継
承
し
、そ
の
空
き
家
が
10
年
間
活
用

さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
地
域
内
・
地
域
間
の

交
流
の
成
果
が
地
域
を
再
生
し
、若
者
の

転
入
、耕
作
放
棄
地
の
活
用
、里
山
の
再

生
、６
次
産
業
化
、内
発
型
産
業
の
創
出
、

祭
の
再
生
な
ど
に
繋
げ
て
い
こ
う
と
し
て

い
る
。

　

N
O
TE

の
古
民
家
再
生
は
、空
き
家
と

な
っ
た
古
民
家
を
そ
の
土
地
に
根
ざ
し
た

食
文
化
や
生
活
文
化
と
と
も
に
再
生
す
る

こ
と
に
あ
る
。
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▶日本の地方をステキに変える ～地方に光をあてる 空き家アセットマネジメント～より

ファンド全体スキーム

※１．「OPERA」とは 国家戦略特区を推進する内閣府をはじめ、国交省、厚労省、農水省、
総務省、文科省などと連携する組織として、組成中。 主に国家レベルのエリアマネジメント
及び地方行政レベルのエリアマネジメントをする組織。また、全国地方自治体との連携し、
ネットワークの運営を行う。

国家戦略特区有識者会議での発表

ビジネス規模・市場と経済効果

■ 現在、国内において歴史的建造物等の空き家が149万棟
ある。
■上記の内、国宝、重要文化財として指定され手厚く保存され
ているものは0.16％しかない。
■ 歴史的建造物は「保護・保管」が目的とされ「活用・民間
利用」できていない状況である。
■ 保護・保管されている0.16％以外の、ほとんどの歴史的建
造物は有益な活用がなされていない事が多く、または空き家
になっている。
※「国家戦略特区（伝統的建築物活用）fix.docx」資料参考

● 投資額
a. 歴史的建築物（住宅）の残存数：149万棟
b. 対象物件：149万棟×約2割（目標）≒30万棟
c. 30万棟×4,000万円 （1棟の平均修理額）＝12兆円
d. 12兆円/30年（年間1万棟の修理を目標）＝4,000億円/年

● 雇用人数
e. 30万棟×5人 ＝ 150万人
● 訪日外国人旅行者
f. 30万棟×3割（ポザーダ目標割合）×20名 （定員平均）× 
　36.4% （定員稼働率）×5割（外国人割合目標）×365日÷
　12日 （平均滞在日数）≒997万人
※「歴史的建築物活用ネットワーク地域活性化・国際観光振興のための「歴史的建
築物活用事業」fix.docx」資料参考

■ 売上規模（試算）
g. 1994万人×25,000円（ホテルにした場合の平均客単価）＝
　 4,985億円/年

歴史的物件活用のビジネス市場

▶日本の地方をステキに変える ～地方に光をあてる 空き家アセットマネジメント～より

再生費用 【国または行政支援メニューとの連携パターン】
①全額をファンド
②国または地方自治体1/3、ファンド2/3
③国または地方自治体1/2、ファンド1/2
④国1/3、地方自治体1/3、ファンド1/3
⑤全額を地方自治体

国内には約149万棟の歴史的建築物（古民家）があり、その内の約２割の30万
棟を30年かけて再生していく。１棟の再生に4,000万円の資金が必要。
30万棟全てが宿泊施設となるわけではない。ポザーダ（宿泊施設）の割合が3
割となっている。

▶ポルトガルの「ポザーダ」 ▶スペインの「パラドール」

　　
日
本
の
歴
史
都
市
に
存
在
す
る
古
民

家
を
、新
し
い
観
光
資
源
と
し
て
利
活
用

す
る
場
合
、従
来
、行
政
が
物
件
の
所
有

と
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
行
い
、施
設
運
営

を
民
間
が
担
当
す
る
指
定
管
理
者
制
度

で
行
わ
れ
て
き
た
。こ
の
制
度
は
運
営
維

持（
費
用
）の
一
部
、ま
た
は
全
部
が
行
政

負
担
と
な
り
財
政
を
圧
迫
し
、事
業
廃
止

に
至
る
ケ
ー
ス
も
少
な
く
な
い
。指
定
管

理
料
を
０
円
と
す
る
こ
と
で
運
営
維
持

に
か
か
る
費
用
を
軽
減
す
る
こ
と
が
で

き
る
。こ
の
形
態
は
、ス
ペ
イ
ン
の「
パ
ラ

ド
ー
ル（Parador

）」や
ポ
ル
ト
ガ
ル
の

「
ポ
ザ
ー
ダ（Pousada

）」に
類
似
し
て

い
る
。

　
パ
ラ
ド
ー
ル
は
、古
城
な
ど
を
改
装

し
、或
い
は
景
勝
地
に
新
し
く
建
て
た
半

官
半
民
の
宿
泊
施
設
網
で
、約
１
０
０
ほ

ど
の
ホ
テ
ル
か
ら
な
っ
て
い
る
。ポ
ザ
ー

ダ
は
、古
城
や
修
道
院
な
ど
を
改
装
し
た

国
設
民
営
の
ホ
テ
ル
グ
ル
ー
プ
で
、ポ
ル

ト
ガ
ル
全
土
に
45
軒
ほ
ど
あ
る
。
パ
ラ

ド
ー
ル
と
同
じ
く
、世
界
中
で
多
く
の
人

気
を
得
て
い
る
理
由
は
ホ
ン
モ
ノ
の
歴

史
施
設
で
、景
観
・
文
化
を
味
わ
え
る
点

で
あ
る
。 

　
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IPPO
N
IA

は
、宿
泊
10
室
の
ホ
テ
ル
事
業
で
、資
金
の

ほ
ぼ
全
額
を
民
間
資
金（
投
資
フ
ァ
ン
ド
）

で
実
施
し
て
い
る
。こ
の「
投
資
フ
ァ
ン

古
民
家
の
再
生
と

投
資
フ
ァ
フ
ン
ド

ド
方
式
」に
よ
り
、地
方
自
治
体
と
の
調
整

や
予
算
化
の
必
要
も
な
く
、税
金
を
使
わ

ず
に
空
き
家
と
な
っ
て
い
る
古
民
家
を
買

い
取
り
、事
業
運
営
す
る
こ
と
が
可
能
に

な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
「
投
資
フ
ァ
ン
ド
方
式
」が
決
定
さ
れ
た

背
景
に
は
、一
般
社
団
法
人N

O
TE

は
、

こ
れ
ま
で
地
域
と
の
信
頼
を
培
い
な
が

ら
、歴
史
的
建
築
物
や
古
民
家
を
、宿
泊
施

設
や
店
舗
等
と
し
て
再
生
・
活
用
し
て
き

た
実
績（
ノ
ウ
ハ
ウ
）を
有
す
る
事
業
者

で
あ
り
、投
資
リ
タ
ー
ン
が
コ
ミ
ッ
ト
で

き
る
確
り
と
し
た
事
業
計
画
が
あ
っ
た
か

ら
に
他
な
ら
な
い（
城
下
町
全
体
を
ひ
と

つ
の
ホ
テ
ル
に
見
立
て
た
構
想
な
ど
）。

勿
論
、事
業
者
誘
致
、デ
ザ
イ
ン
、情
報
戦

略
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
も
優
れ
た
事
業
者

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

　　
ポ
ザ
ー
ダ
・
ジ
ャ
パ
ン
は
、「
歴
史
建
築
」

に
宿
泊
し
、地
場
の「
食
」を
味
わ
い
、地
場

の「
暮
ら
し
」を
体
感
す
る
ツ
ー
リ
ズ
ム
事

業
だ
。歴
史
的
建
築
物
の
再
生
や
地
場
の

食
材
等
の
活
用
を
通
じ
て
、新
た
な
地
域

ビ
ジ
ネ
ス
の
創
出
と
雇
用
・
交
流
人
口
の

増
加
を
目
的
と
し
た
ポ
ザ
ー
ダ
・
ジ
ャ
パ

ン
推
進
協
議
会（
６
民
間
事
業
者
と
篠
山

市
、豊
岡
市
、養
父
市
、朝
来
市
で
構
成
）の

事
務
局
を
一
般
社
団
法
人N

O
TE

が
務

め
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は
、古
民
家
や
城
下
町
・
中

心
市
街
地
の
空
き
家
等
の
歴
史
的
建
築

物
の
宿
泊
施
設
と
し
て
の
活
用
や
、地
場

の
特
産
農
産
物
の
発
掘
や
使
用
し
た
レ
シ

ピ
の
開
発
、地
域
の
祭
り
や
行
事
、地
場
の

生
活
文
化
に
根
差
し
た
ツ
ア
ー
商
品
の
造

成
等
の
地
域
づ
く
り
活
動
に
対
し
、一
般

社
団
法
人
や
民
間
企
業
、新
聞
社
及
び
行

政
等
で
構
成
す
る
協
議
会
が
、物
件
の
改

修
や
サ
ブ
リ
ー
ス
、事
業
者
マ
ッ
チ
ン
グ
、

改
修
資
金
助
成
の
検
討
、マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
や
情
報
発
信
等
の
中
間
支
援
を
行
っ
て

い
る
。

　
篠
山
城
下
町
ホ
テ
ルN

IPPO
N
IA

に

留
ま
る
こ
と
な
く
、個
々
の
小
規
模
な
古

民
家
再
生（
歴
史
的
建
築
物
の
活
用
）が

継
続
的
に
行
わ
れ
、地
域
が「
よ
し
」と
す

る
コ
ト
や
モ
ノ
と
結
び
つ
き
な
が
ら
広

が
っ
て
い
く
の
だ
。

　　
地
方
創
生
や
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
推
進
を

追
い
風
と
し
、地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

ビ
ジ
ネ
ス
の
ヒ
ン
ト
が
、篠
山
城
下
町
ホ

テ
ルN

IPPO
N
IA

の
取
り
組
み
の
な
か

に
数
多
く
読
み
取
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。ひ
と
つ
明
確
な
こ
と
は
、中
間
支

援
活
動
を
担
う
組
織
が
必
要
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

　
前
回『
不
易
流
行
』１
月
号
の
特
集
は「
観

光
ま
ち
づ
く
り
の
ニ
ュ
ー
ウ
ェ
ー
ブ
」だ
っ

た
。そ
の
中
に
も
地
域
の
課
題
解
決
に
繋

が
る
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
が
あ
る
は
ず
だ
。

中
間
支
援
活
動

ポ
ザ
ー
ダ
・
ジ
ャ
パ
ン

地
域
の
課
題
を
解
決
す
る

ビ
ジ
ネ
ス

参
考
／
一
般
社
団
法
人
ノ
ウ
ト  http://plus-note.jp

『
日
本
の
地
方
を
ス
テ
キ
に
変
え
る 

〜
地
方
に
光
を
あ
て
る 

空

き
家
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
〜
』（
一
般
社
団
法
人
ノ
ウ
ト
）

『
47
行
政
ジ
ャ
ー
ナ
ル
』（
2
0
1
3
年
４
月
）



不易流行 67 彦根商工会議所通信 vol.23

※掲載を了承された事業所のみをご紹介します。（平成27年11月12日～平成28年1月8日　会員数1614件）

新入会員のご紹介　　                          ご入会ありがとうございます。
部会 事業所名 業種 代表者名 所在地

建物・外構・家具設計施工 秋村　洋建設業
観光・サービス
観光・サービス

阿吽(ｱｳﾝ）

常
議
員
会

㈱プラネットリビング 彦根市柳川町212
表具一般 越川　常彦建設業 越川山楽堂 彦根市栄町1-14-36

荒神山神社 神社 奥山　二三男
飲食業 彦根市大堀町952-10

彦根市清崎町1931
観光・サービス 宗教法人 千代神社 神社 布施　博章 彦根市京町2丁目9-33

観光・サービス ㈲TAKE STEP
ウェディング空感  ペルテフォーリア 結婚式場 藤井　良和 彦根市古沢町106-1

観光・サービス 森森の美容室 美容業 森澤　勇介 彦根市蓮台寺町50-44
観光・サービス ㈱リノア ＩＴ・情報通信 小林　一博 彦根市大堀町919
観光・サービス ㈱Y-Group 整骨業 中村　泰彦 彦根市高宮町2132-10

北川　司

R E P O R T &  I N F O R M A T I O N
R&I　

去
る
12
月
17
日
に
松
原
町
の
ミ

シ
ガ
ン
州
立
大
学
連
合
日
本
セ
ン

タ
ー（
Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ
）に
て
、今
年
度

第
２
回
目
の
彦
根
＆
ミ
シ
ガ
ン
国

際
交
流
会
を
開
催
、当
所
会
員
事

業
所
や
市
民
、市
内
大
学
生
、留
学

生
等
総
勢
77
名
が
集
い
ま
し
た
。

　
冒
頭
、中
川
副
会
頭
、Ｊ
Ｃ
Ｍ
Ｕ

マ
ク
ラ
ケ
ン
所
長
の
挨
拶
が
あ
り
、

留
学
生
紹
介
の
後
、和
菓
子
作
り

体
験
を
行
い
ま
し
た
。わ
か
く
さ

堂
林
氏
の
指
導
の
下
、ど
ら
焼
き

（
粒
あ
ん
、苺
あ
ん
）と
お
は
ぎ
を

各
テ
ー
ブ
ル
で
協
力
し
て
楽
し
み

ミ
シ
ガ
ン
国
際
交
流
会

和
菓
子
作
り
を
体
験
！な

が
ら
作
り
ま
し
た
。初
め
て
和

菓
子
を
見
た
留
学
生
も
多
く
、悪

戦
苦
闘
し
な
が
ら
作
って
、写
真
を

撮
影
し
た
り
大
い
に
賑
わ
い
ま
し

た
。そ
の
後
滋
賀
県
国
際
協
会
森

脇
所
長
の
乾
杯
で
開
宴
し
、美
味

し
い
料
理
と
自
作
の
和
菓
子
を
食

べ
な
が
ら
、お
互
い
の
文
化
や
言
葉

を
和
や
か
な
雰
囲
気
で
楽
し
く
教

え
合
い
、相
互
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　
最
後
に
、志
賀
谷
専
務
理
事
の

挨
拶
で
盛
況
の
う
ち
に
閉
会
と
な

り
ま
し
た
。

　
１
月
度
常
議
員
会
は
、去
る
１
月
８
日
、料
亭

や
す
井
に
て
常
議
員
20
人
、小
出
会
頭
、夏
原
・

木
村
・
中
川
副
会
頭
、志
賀
谷
専
務
理
事
、中
川

事
務
局
長
ら
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
冒
頭
、小
出
会
頭
よ
り
新
年
の
挨
拶
の
後
、議

長
に
就
任
、議
案
と
し
て（
１
）新
入
会
員
10
件

の
承
認
、（
２
）今
年
度
各
会
計
の
中
間
決
算
状

況
を
事
務
局
よ
り
説
明
、木
村
監
事
か
ら
監
査

報
告
の
後
、質
疑
応
答
が
あ
り
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
報
告
事
項
と
し
て
、（
１
）当
所
議

員
の
職
務
を
行
う
者
の
変
更
、（
２
）部
会
報
告
・

委
員
会
報
告
、（
３
）近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

協
議
会
に
つ
い
て
、（
４
）市
議
会
議
員
と
の
懇

談
会
開
催
報
告
、（
５
）中
小
企
業
活
力
強
化
・

地
域
活
性
化
に
関
す
る
要
望
に
対
す
る
回
答
に

つ
い
て
、（
６
）１
／
28
会
員
交
流
フ
ェ
ア
の
企

画
概
要
報
告
と
参
加
勧
奨
が
あ
り
ま
し
た
。

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

総
務
委
員
会

一
圓
外
志
夫
委
員
長

12
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

業
務
革
新
委
員
会

清
水
克
己
委
員
長

12
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
ヒ
ス
ト
リ
ア
講
座　
第
８
講

12
月
16
日　
当
所
に
て
開
催

彦
根
地
区
雇
用
対
策
協
議
会

第
２
回
交
流
サ
ロ
ン

森
口
正
幸
会
長

12
月
16
日　
グ
ラ
ン
ド
デ
ュ
ー
ク
ホ
テ
ル

　
　
　
　
　
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

企
画
委
員
会

上
田
健
一
郎
委
員
長

12
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

役
員
会

小
出
英
樹
会
長

12
月
17
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

ゆ
か
た
ま
つ
り
部
会

谷
口
典
隆
部
会
長

12
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

ひ
こ
ね
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会

第
２
回
七
夕
ま
つ
り
部
会

安
澤
勝
部
会
長

12
月
18
日　
当
所
に
て
開
催

正
副
会
頭
会
議

１
月
８
日　

や
す
井
に
て
開
催

議
員
ク
ラ
ブ 

総
会
・
新
年
会

一
圓
外
志
夫
代
表
幹
事

１
月
８
日　

や
す
井
に
て
開
催

近
江
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
協
議
会

第
２
回
セ
ミ
ナ
ー

1
月
12
日　
ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
彦
根

　
　
　
　
　
に
て
開
催

古
式
銃
研
究
会 

役
員
会
・
新
年
会

1
月
14
日　
千
成
亭
橋
本
店
に
て
開
催

▶マクラケン所長の挨拶

▶みんなで楽しく和菓子作り

▶中川副会頭の挨拶

原則として新入社員（全ての業種）
100人（定員になり次第締切）
彦根商工会議所または彦根地区雇用対策協議会
会員事業所………お１人　  5,000円
非会員事業所……お１人　10,000円
3月18日（金）
① 両日とも昼食、お茶は主催者で準備します。
② テキスト・研修ノートはお渡しします。
③ 10㎝×10㎝程度の鏡・筆記用具をご持参ください。
④ 各自の名刺を20枚ご準備ください。
　（準備できない場合は事前にご相談下さい）
⑤ 受講者数等の状況に応じてカリキュラムを変更する
　 場合があります。

受講対象
定　員
受講料
（税込）

申込締切
その他

日　時　４月５日（火）・６日（水）10：00～ 16：30
場　所　彦根商工会議所　４階大ホール
講　師　伴 孝子 氏（ビジョナリーカンパニー代表）
　　　　彦根市市民環境部人権政策課担当者（５日）他

４月５日（火）
10：00～ 16：30

４月６日（水）
10：00～ 16：30

オリエンテーション
「社会人としてのスタート」
　・働くことの意味・心構え
　・あなたにとって会社とは
１．講義「会社で働くということ」
２．実技とビデオレッスン
    「第1印象のブラッシュアップ」
３．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本①」
４．人権問題研修

５．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本②」
６．ビジネスマナー
　 ロールプレイング
７．講義
    「ビジネスマナーの基本③」
８．実技「ビジネスの会話術」
９．まとめ作成と発表

オリエンテーション
「社会人としてのスタート」
　・働くことの意味・心構え
　・あなたにとって会社とは
１．講義「会社で働くということ」
２．実技とビデオレッスン
    「第1印象のブラッシュアップ    「第1印象のブラッシュアップ    「 」第1印象のブラッシュアップ」第1印象のブラッシュアップ
３．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本    「ビジネスマナーの基本    「ビジネスマナーの基 ①」
４．人権問題研修

５．講義と実技
    「ビジネスマナーの基本「ビジネスマナーの基本「ビジネスマナーの基 ②」
６．ビジネスマナー
ロールプレイング

７．講義
    「ビジネスマナーの基本「ビジネスマナーの基本「ビジネスマナーの基 ③」
８．実技「ビジネスの会話術」
９．まとめ作成と発表

昨年の様子

▶廣瀬バルブ工業（株）　新工場見学

　
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
は
、中
小
企
業

の「
自
動
化
・
省
人
化
」を
推
進
す

る
た
め
の
目
的
で
12
月
18
日
に
開

催
し
、参
加
者
は
、経
営
者
、責
任

者
を
中
心
に
50
名
で
し
た
。内
容
と

し
て
、３
社
の
工
場
見
学
を
実
施
し

ま
し
た
。大
洋
産
業（
株
）甲
良
工

場
で
は
、ペッ
ト
ボ
ト
ル
の
自
動
検
査

装
置
の
製
作
、（
株
）フ
ァ
ー
ス
ト
シ

ス
テ
ム
で
は
、高
速
微
小
コ
ネ
ク
タ
の

組
み
立
て
設
備
や
、商
品
自
動
組
み

立
て
ラ
イ
ン
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、廣
瀬
バ
ル
ブ
工
業（
株
）の

新
工
場
に
移
動
し
、会
社
概
要
や
バ

ル
ブ
の
歴
史
の
説
明
後
、バ
ル
ブ
の

組
み
立
て
〜
検
査
〜
自
動
倉
庫
の
現

場
説
明
を
受
け
ま
し
た
。各
社
と

も
受
け
入
れ
準
備
を
しっか
り
し
て

い
た
だ
き
、普
段
、他
社
の
設
備
を

見
る
こ
と
が
少
な
い
参
加
者
に
とっ

て
は
、参
考
に
な
る
こ
と
が
多
く
あ

り
ま
し
た
。

　
工
場
見
学
後
に「
自
働
化
と
か
ら

く
り
改
善
」を
テ
ー
マ
に
講
演
会
を

開
催
し
ま
し
た
。ト
ヨ
タ
関
連
の
改

善
実
績
の
あ
る
国
際
経
営
技
術
研

究
所 

石
川
代
表
に
よ
り
、自
動
化

の
ポ
イ
ン
ト
な
ど
に
つ
い
て
講
演
い

も
の
づ
く
り
塾
セ
ミ
ナ
ー「
企
業
見
学
会
＆
工
場
改
善
講
演
会
」

た
だ
き
ま
し
た
。

　
当
所
と
し
て
は
今
後
と
も「
自
動

化
・
省
力
化
」を
テ
ー
マ
と
し
た
セ

ミ
ナ
ー
を
引
き
続
き
開
催
し
て
い
き

ま
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
受
講
、見
学
受

入
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

全業種対応 新入社員研修会（2日間コース）

会
議
・
行
事 

開
催
報
告（
平
成
27
年
12
月
15
日
〜
平
成
28
年
1
月
14
日
）



不易流行 89 彦根商工会議所 vol.23

青年部通信 YEG February.20l6February.2016女性会通信   
冬
季
親
睦
例
会「
ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
」〜
家
族
へ
の
感
謝
を
込
め
て
〜 

　
昨
年
12
月
６
日（
日
）に
彦
根

ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル
に
て
、青
年
部
メ
ン

バ
ー
と
家
族
を
併
せ
て
１
１
３
名

参
加
の
も
と
冬
季
親
睦
例
会
を
開

催
し
ま
し
た
。

　
私
自
身
は
飲
食
店
経
営
者
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、日
曜
開
催
の
例
会

に
参
加
で
き
る
機
会
は
少
な
か
っ

た
の
で
す
が
、お
か
げ
さ
ま
で
従
業

員
が
増
え
た
こ
と
も
あ
り
入
会
５

年
目
に
し
て
、初
め
て
の
参
加
と
な

り
ま
し
た
。

　
小
さ
な
子
ど
も
二
人
を
育
て
な

が
ら
、普
段
は
弊
社
の
経
理
・
事
務

な
ど
を
担
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
妻

に
、日
々
の
感
謝
を
伝
え
た
い
と

思
っ
て
い
た
矢
先
に
、家
族
で
楽
し

め
る
エ
レ
ガ
ン
ト
な
パ
ー
テ
ィ
ー

が
開
催
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
で
、参

加
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　
安
齋
会
長
に
よ
る
キ
ャ
ン
ド
ル

サ
ー
ビ
ス
か
ら
始
ま
り
、美
味
し
い

食
事
や
テ
ー
ブ
ル
対
抗
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム
、子
供
た
ち
へ
の
ク

リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
、お
菓
子

を
積
み
上
げ
た
後
、プ
レ
ゼ
ン
ト
と

し
て
持
ち
帰
る
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン

な
ど
担
当
委
員
会
が
趣
向
を
凝
ら

し
た
内
容
で
し
た
。

　
ま
だ
歩
き
方
が
た
ど
た
ど
し
い

二
歳
の
娘
が
楽
し
め
る
の
か
心
配

　平成27年度「差別をなくし人権を尊ぶあなたの私のつ
どい」に実行委員として参加しました。今年のテーマは「気
付きから行動へ学びの場を広げよう」。実行委員は６月か
ら、彦根市内の各団体から11名、公募委員１名と教育委
員会４名の計16名で月に１度委員会を開き準備を進めて
きました。
　７月15日には三重県人権センター、松浦武四郎記念館
へ研修に行きました。センターでは差別の事実を正しく伝
えること、その中で差別を克服していく歩みと人権尊重の
思想を学び、松浦記念館ではアイヌ民族と深く交流した生
涯が紹介されています。
　11月25日の文化プラザでのつどいは、いま自らが出
来ることと今後行動に移すための学びの場として開催し
ました。
　講演は、大阪大谷大学 桜井智恵子教授に「子どもの声
を受けとめる社会とは」と題し、いじめ問題を通してのお話
しをして頂きました。この世の中、全てに平等なのは時間。
生きている限り命を大切に皆と仲良く、差別のない人生を
送りたいと思います。　　　  　　 割烹いずみ　北沢 節子

　立春を迎えますと次には、桃の節句が参ります。女の子がおられるお
家では成人されるまで健康でお育ち頂けるよう、その子のお守りとして
ひな人形を飾り、ご家族皆でお祝いする日本の美しい伝統です。今の
時代では良きお方に巡り合えますよう願いを込めてお飾りし、そのさま
は結婚式の披露宴のようなスタイルに変わりつつあります。桜橘は洋
花になり、菱餅は創作菓子になるなど伝統の中にモダンなスタイルで
飾られるようになりました。いつの時代でも、娘を思う気持ちは変わりま
せんね……。 　　　　　　　　　       木のおもちゃ たかだ　高田 朱美

で
見
て
い
ま
し
た
が
、積
み
上
げ
た

お
菓
子
に
目
を
キ
ラ
キ
ラ
光
ら
せ

て
い
る
娘
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　
そ
し
て
、最
後
に
は
い
つ
も
青
年

部
メ
ン
バ
ー
の
活
動
を
支
え
て
く

れ
て
い
る
奥
様
方
へ
感
謝
の
思
い

を
込
め
て
花
束
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が

あ
り
ま
し
た
。

　
サ
ッ
カ
ー
で
は
、サ
ポ
ー
タ
ー
を

よ
く
十
二
人
目
の
メ
ン
バ
ー
と
例

え
ら
れ
ま
す
が
、今
の
私
が
あ
る
の

青年部伝言板
■ 日本ＹＥＧ 第35回全国大会おかやま大会 2月19日（金）～20日（土） 於：岡山コンベンションセンター他  ■ 県青連 資質向上講習
会及び会員大会～守山大会～ 2月27日（土）16時～ 於：ライズヴィル都賀山  ■３月度納会例会 3月18日（金）19時～ 於：双葉荘
■ 会員の慶弔に関する情報は事務局までお知らせください。

「差別をなくし人権を尊ぶ
 あなたと私のつどい」実行委員として

ひ
な
人
形 

今
昔

イータックス

以下のことにご留意願います。
●当会場で納税はできませんので、お近くの金融機関をご利用く
　ださい。
●上記期間は、彦根税務署内には申告会場を設けておりません。
　（税務署では申告書の受理・納税・用紙の交付・納税証明書の発行
　 等を行います。）
●彦根税務署は土・日・祝日は閉庁しております。

　確定申告書は「前年の申告書の控」及び「平
成27年分確定申告の手引き」等を参考に、ご
自分で作成していただきますようお願いいた
します。
　国税庁ホームページ「確定申告書作成コー
ナー」（http://www.nta.go.jp）で確定申告書
が簡単に作成できます。
　確定申告書の提出は郵送でもできますの
で、是非ご利用ください。（郵送での提出先は、
彦根税務署です。）

お問合せ先：彦根税務署  TEL.22-7640
e-Taxホームページをご覧ください。
http://www.e-tax.nta.go.jp

申告書は、自分で書いて、お早めに！

彦根税務署からのお知らせ

開設期間　2月15日（月）～3月15日（火）（土・日は除く）
開設時間　9：00～17：00
　　　　　（会場の都合により、16：00までにお越しください。）
※当会場の駐車場は大変混雑しますので、電車・バス等の公共交通機関をご利用ください。

申告会場は、今年も彦根商工会議所（４階）です!
税だより

た
に
い
社
労
士
事
務
所
　
　
　
　
　
　
　       

谷
居 

智
子

㈱
ア
サ
ヒ
ス
ポ
ー
ツ
　 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
内
　
誠

　
社
労
士（
社
会
保
険
労
務
士
）と
い
う

と
、あ
ま
り
馴
染
み
が
な
い
方
も
お
ら
れ

る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、社
労
士
と
は
、読

ん
で
字
の
ご
と
く「
社
会
保
険
」と「
労
務
」

に
関
す
る
専
門
家
で
、簡
単
に
言
う

と「
社
外
の
総
務
担
当
者
」で
す
。

　
当
事
務
所
で
は
社
会
保
険
や
労
務

に
関
す
る
書
類
作
成
、届
出
代
行
の

ほ
か
、コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ

て
い
ま
す
。総
合
的
に
関
わ
る
こ
と

で
問
題
点
や
課
題
を
明
ら
か
に
し
、

事
業
所
様
に
対
し
て
よ
り
良
い
ご
提

案
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
事
業
主
様
と
従
業
員
様
を
笑
顔
で
繋

ぎ
、そ
れ
に
よ
り
事
業
所
様
が
発
展
す
る

お
手
伝
い
を
さ
せ
て
頂
き
ま
す
の
で
、お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
い
つ
も
お
世
話
に
な
り
ま
す
。ア
サ
ヒ

ス
ポ
ー
ツ
の
山
内
と
申
し
ま
す
。

　
弊
社
は
昭
和
22
年(

１
９
４
７)

の
創
業

よ
り
、彦
根
の
ス
ポ
ー
ツ
事
業
の
発
展
に

貢
献
し
、地
元
に
密
着
し
た
お
店
と
し
て

親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。

　
現
在
で
は
、昨
年
大
き
な
ブ
ー
ム
を
巻

き
起
こ
し
た
ラ
グ
ビ
ー
を
中
心
に

専
門
性
の
高
い
シ
ョ
ッ
プ
と
し
て

お
客
様
か
ら
ご
愛
顧
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。ス
ポ
ー
ツ
だ
け
で
な

く
、カ
ジ
ュ
ア
ル
な
商
品
も
多
数

取
り
揃
え
て
お
り
ま
す
の
で
是
非

一
度
お
店
ま
で
足
を
お
運
び
く
だ

さ
い
。

　
ま
た
、チ
ー
ム
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム

や
、プ
リ
ン
ト
・
マ
ー
キ
ン
グ
加
工
も
承
っ

て
お
り
ま
す
の
で
、お
気
軽
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
社
員
一
同
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
ア
サ
ヒ
ス

ポ
ー
ツ
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

も
陰
な
が
ら
支
え
て
く
れ
て
い
る

妻
や
子
ど
も
た
ち
、家
族
の
存
在
が

大
き
い
と
改
め
て
実
感
し
て
お
り

ま
す
。

　
パ
ー
テ
ィ
ー
が
終
わ
り
、帰
り
道

で
妻
か
ら「
参
加
し
て
良
か
っ
た
」

と
い
う
言
葉
も
あ
り
、私
自
身
も
気

持
ち
を
新
た
に
青
年
部
活
動
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　

  

ラ
ー
メ
ン
に
っ
こ
う　
西
川 

浩
司

ま
い
ど
お
お
き
に

青
年
部
事
業
所
紹
介

 カラー写真で平成26年度・平成27
年度女性会事業 活動報告を掲載し
ました。「不易流行」2月号に同封し
ております。ぜひご覧ください。

女性会広報 欅第６号を発行！
～企画・広報委員会が
　　　　編集を担当しました～

IN
FO
RM
A
TIO

N

県
女
連
駅
前
一
斉
清
掃 

平
成
28
年
３
月
１
日（
火
）

午
前
に
実
施
予
定
で
す
。

けやき
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滋賀事務所 
〒520-0051 大津市梅林1-3-10  滋賀ビル６階

企業間の人材マッチングを支援しています
経済・産業団体、ハローワーク等と連携し、全国ネットを通じて、  人材の確保、従業員の再就職支援に努めています。

確かな実績と信頼 幅広いデータベース 相談等の費用は無料
昭和62年に経済・産業団
体と国の協力で設立された
公益財団法人です。

ハローワークや経済団体
などと連携し豊富な人材情
報を提供しています。

情報の提供、相談、あっせん
についての費用はかかりま
せん。

TEL.077-526-3991  FAX.077-526-2761
http://www.sangyokoyo.or.jp/

■ 対象者
認定支援機関の全面バックアップを得た事業を行う中小企業・小規
模事業者であり、以下のいずれかに取り組むものであること。

１．革新的サービス・ものづくり開発支援
「中小サービス事業者の生産性向上のためのガイドライン」で示さ
れた方法で行う革新的なサービスの創出・サービス提供プロセスの
改善であり、3～5年で、「付加価値額」年率３%及び「経常利益」年率
１%の向上を達成できる計画であること。または「中小ものづくり
高度化法」に基づく特定ものづくり基盤技術を活用した革新的な試
作品開発・生産プロセスの改善を行い、生産性を向上させる計画で
あること。

２．サービス・ものづくり高度生産性向上支援
上記１．の革新的なサービス開発・試作品開発・プロセス改善であっ
て、IoT等を用いた設備投資を行い生産性を向上させ、「投資利益率」
５%を達成する計画であること。

■ 支援内容・支援規模
１．革新的サービス・ものづくり開発支援（補助率 2/3）
　 （1） 一般型　補助上限額：1,000万円
　  中小企業が行うサービス開発・試作品開発・生産プロセスの改善
　  に必要な設備投資等を支援。
　  対象経費：機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費
　  ※複数社による共同事業は、企業数に応じて補助上限額を引上。
　  　（共同事業の補助上限額：個社の補助上限額×5社）

彦根商工会議所 TEL.0749-22-4551

ものづくり・商業・サービス新展開支援補助金

商工会議所活用ケーススタディ

　　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
」は
、

販
路
開
拓（
創
意
工
夫
に
よ
る
売
り
方
や

デ
ザ
イ
ン
改
変
等
）な
ど
、地
道
な
小
規

模
事
業
者
の
取
り
組
み
を
支
援
す
る
補

助
金
で
、そ
れ
に
要
す
る
経
費
の
一
部
を

補
助
す
る
も
の
だ
。費
用
の
３
分
の
２

補
助
、上
限
は
50
万
円
。販
路
開
拓
の
た

め
で
あ
れ
ば
、チ
ラ
シ
作
成
や
ポ
ス
テ
ィ

ン
グ
、ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
制
作
、バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
の
た
め
の
店
舗
改
修
な
ど
、幅
広

く
活
用
で
き
る
。

　
料
亭
旅
館
や
す
井
の
代
表
取
締
役 

安

井
ち
な
み
さ
ん
は
、同
業
の
女
将
か
ら
こ

の
補
助
金
の
利
用
を
勧
め
ら
れ
た
。

「
海
外
の
方
々
の
お
泊
ま
り
が
増
え
て
き

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
て
い
ま
し
た
の

で
、英
語
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の

こ
と
は
全
く
素
人
で
し
た
が
、的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
き
本
当
に
感
謝
し

て
お
り
ま
す
」。担
当
は
、安
達
昇
中
小
企

業
相
談
所
長
だ
っ
た
。

　
「
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
は
利

用
し
易
い
補
助
金
で
す
。経
営
計
画
を
作

る
こ
と
が
採
択
の
条
件
に
な
っ
て
い
ま

す
。補
助
金
の
利
用
を
き
っ
か
け
に
、経

営
の
方
向
を
考
え
る
こ
と
が
重
要
な
ん

で
す
。経
営
上
の
細
か
い
数
字
を
把
握

し
、計
画
を
立
て
る
こ
と
が
利
益
に
繋
が

る
の
で
す
」。経
営
計
画
を
立
て
て
こ
な

か
っ
た
小
規
模
事
業
者
の
方
ほ
ど
、今
後

伸
び
代
は
大
き
い
。

　　
英
語
版
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
公
開
す
る
こ

と
で
、Booking.com

・tripA
dvisor

・

A
goda

な
ど
の
世
界
の
宿
泊
予
約
サ
イ

ト
の
活
用
が
で
き
、ま
た
、楽
天
ト
ラ
ベ

ル
英
語
版
も
同
時
に
整
備
し
た
こ
と
で

宿
泊
予
約
に
期
待
が
も
て
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　
「
日
本
の
伝
統
や
和
の
文
化
が
注
目
を

集
め
、和
食
が
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
る
な
ど
、私
ど
も
の
伝
統
的
な
料
亭
旅

館
は
、お
も
て
な
し
、く
つ
ろ
ぎ
、味
わ
う

こ
と
の
喜
び
そ
の
全
て
を
担
っ
て
い
る

の
だ
と
思
い
ま

す
。英
語
の
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
を
持
つ

こ
と
が
で
き
、今

後
、海
外
か
ら
の

宿
泊
の
方
々
に
、

よ
り
日
本
の
文
化

を
体
験
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、城

　
プ
レ
ジ
デ
ン
ト
誌（
ビ
ジ
ネ
ス
総
合
雑
誌
）の
特
集
で
、 

リ
タ
イ
ア
前
に
や
る
べ
き
だ
っ
た
後
悔
し
て
い
る
こ
と

を
シ
ニ
ア
層（
55
〜
74
歳
）１
０
０
０
人
に
ア
ン
ケ
ー
ト

し
た
と
こ
ろ
、第
一
位
が「
歯
の
定
期
検
診
を
受
け
れ
ば

よ
か
っ
た
」と
い
う
内
容
で
し
た
。定
期
検
診
の
受
診

率
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
や
ア
メ
リ
カ
で
は
70
〜
80
％
で
あ
る

の
に
対
し
、彦
根
市
の
調
査
で
は
、大
人
に
な
って
か
ら

定
期
検
診
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方
は
20
％
に
も
届
き
ま

せ
ん
。

　
近
年
、歯
の
健
康
と
全
身
の
健
康
に
つ
い
て
の
研
究
が

進
み
、口
腔
内
細
菌
が
心
臓
病
や
糖
尿
病
な
ど
全
身
疾

患
に
、ま
た
誤
嚥
性
肺
炎
に
関
与
す
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。ま
た
80
歳
で
20
本
以
上
の
歯
が
残
って
い
る
方

は
健
康
長
寿
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
って
い
ま
す
。

　
虫
歯
や
歯
周
病
は
、病
気
の
初
期
段
階
で
は
あ
ま
り

自
覚
症
状
が
な
く
、気
が
つ
い
た
と
き
に
は
か
な
り
の
進

行
が
み
ら
れ
、そ
の
頃
に
は
処
置
に
も
回
数
が
か
か
り
歯

の
寿
命
を
縮
め
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。痛
み
や
腫

れ
、違
和
感
を
感
じ
て
か
ら
の
受
診
で
は
な
く
、せ
め
て

１
年
に
１
回
、誕
生
月
に
か
か
り
つ
け
歯
科
医
院
で
定

期
的
に
検
診
を
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　
虫
歯
や
歯
周
病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
可
能

に
な
り
、間
食
や
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
な
ど
予
防
方
法
の
確
認

に
よ
り「
歯
の
寿
命
」を
延
ば
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。義

歯
の
噛
み
合
わ
せ
の
確
認
や
必
要
に
応
じ
た
歯
・
義
歯

の
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
よ
り
、一
生
自
分
の
歯
・
義
歯
で
お
い

し
く
食
事
が
出
来
る
よ
う
に
私
た
ち
デ
ン
タ
ル
ス
タ
ッフ

が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

　
ご
家
族
・
職
場
の
皆
さ
ん
で
歯
っ
ぴ
ー
・
バ
ー
ス
デ

ー
検
診
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
彦
根
歯
科
医
師
会

下
町
彦
根
を
和
服
姿
で
楽
し
ん
で
い
た

だ
く
企
画
や
仕
組
み
を
作
っ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
」と
安
井
さ
ん
は
話
す
。

　
大
切
な
の
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
作
る

だ
け
で
は
な
く
、そ
こ
か
ら
ど
の
よ
う
に

事
業
を
広
げ
て
い
く
か
な
の
だ
。

　
小
規
模
事
業
者
持
続
化
補
助
金
は
、日

本
企
業
の
86
・
５
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る

小
規
模
事
業
者
が「
地
域
経
済
」の
主
役

と
し
て
活
躍
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る

た
め
の
施
策
で
あ
る
。

　
ま
た
、複
数
の
事
業
者
が
連
携
し
た
共

同
事
業
も
支
援
対
象
に
加
え
、事
業
者
数

に
応
じ
て
補
助
上
限
額
を
５
０
０
万
円

に
引
き
上
げ
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

　
「
こ
ん
な
こ
と
は
で
き
な
い
か
と
い
う

と
こ
ろ
か
ら
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。商
工

会
議
所
職
員
が
伴
走
型
で
支
援
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。そ
の
思
い
を
か
た
ち

に
」と
安
達
所
長
は
話
し
て
い
る
。

小規模事業者持続化補助金

経
営
計
画
と
補
助
金

英
語
版
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
制
作

ご
相
談
は
、お
気
軽
に
！

料亭旅館 やす井
〒522-0082 彦根市安清町 13-26
TEL.0749-22-4670 ／ FAX.0749-24-4141
http://www.ryoutei-yasui.jp
http://www.ryoutei-yasui.jp/en/

　 （2）小規模型　補助上限額：500万円
　  小規模な額で行う革新的なサービス開発・試作品開発・生産プロ
　  セスの改善を支援。
　  対象経費：機械装置費、原材料費、技術導入費、外注加工費、委託費、
　  知的財産権等関連経費、運搬費、専門家経費、クラウド利用費

２．サービス・ものづくり高度生産性向上支援（補助率 2/3）
　  補助上限額：3,000万円
　  IoT等の技術を用いて生産性向上を図る設備投資等を支援。
　  対象経費：機械装置費、技術導入費、運搬費、専門家経費
※１．２．共通
　・給与総額増の取組は加点。
　・TPP加盟国等への海外展開により海外市場の新たな獲得を目指す
　  取組は加点。

■ 募集期間　2月5日（金）～4月13日（水）
■ 本件担当 中小企業庁 技術・経営革新課 ものづくり補助金担当
　　　　　　   TEL.03-3501-1816

本補助金申請のためのセミナーを当所にて開催します。
●2月16日（火） 昼の部 14：00～16：00、夜の部 18：30～21：00
詳しくは当誌折り込みチラシ、または当所までお気軽にお問
合わせください。

歯を守る新習慣

小
規
模
事
業
者
と
は
、「
製
造
業
そ
の
他
の
業
種

に
属
す
る
事
業
を
主
た
る
事
業
と
し
て
営
む
商

工
業
者
」で
あ
り
、常
時
使
用
す
る
従
業
員
の
数

が
20
人
以
下（
卸
・
小
売
・
サ
ー
ビ
ス
業（
宿
泊
・

娯
楽
以
外
）は
、５
人
以
下
）の
事
業
者
で
あ
る
。

※
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生
い
立
ち

　13代直弼は、江戸時代後期を代表する大名茶人として知られて

います。埋木舎で過ごした青年時代の頃から先人の茶書などをひ

もといて研鑽を積み、世継や藩主となってからも、茶会の開催や茶

書の執筆、茶道具の制作などに熱心に取り組みました。

　写真の作品は、直弼が自ら制作し、兄の12代直亮に献上した楽

焼の向付です。井伊家の家紋である橘をデザインしたもので、釉や

土の扱いには素人らしい拙さが見られますが、黄味の強い朱と濃い

緑が響き合い、楽焼らしい鮮やかな色味の作品に仕上がっています。

　直弼は、28歳の頃から楽焼の制作を始めました。その作品は、記

録に残るものを含めると100点以上も確認され、種類は茶碗や茶

入、香合、蓋置など多岐に渡ります。その多くは、茶の湯の弟子でも

あった家臣たちに贈られました。直弼は、自作の茶道具を通して、自

らの茶の湯のあるべき形や美意識を弟子たちに伝えていたと考え

られます。

　この向付は５枚揃いの作品で、釉の掛け方はそれぞれ異なりま

すが、形はほぼ同形に作られており、成形用の型を特別にあつらえ

て、その型を用いて制作したと考えられます。５枚揃った形になる

ように、生真面目に取り組む直弼の姿が思い浮かんでくるような作

品です。　　　　　　　　　　　　　　　　（学芸員 奥田晶子）

茶人井伊直弼と楽焼

なおあき らく

やき

らく  やき

たちばな

ふたおき

ちゃ

いれ

うわぐすりむこうづけ

▶楽焼橘紋形向付
　井伊直弼作
　（彦根城博物館蔵）

彦根城博物館連載

十
三
代 
井
伊 

直
弼 

（
一
八
一
五
〜
一
八
六
〇
）

井
伊
家
十
四
代

▶井伊直弼画像（彦根 清凉寺所蔵）

井伊直弼年表
年　代 年齢

文化12年（1815）

天保 2 年（1831）

弘化 3 年（1846）

嘉永 6 年（1853）

井伊直中（井伊家11代）の14男
として生まれる。
父直中死去。槻御殿から尾末町
屋敷（埋木舎）に移る。

ペリー来航をうけて、2度にわたり
意見書を提出する。

江戸に呼ばれ、彦根藩の世子と
なる。

1

32

17

嘉永 3 年（1850） 直亮（井伊家12代）の死去により
彦根藩主となる（井伊家13代）。36

39

安政 3 年（1856） ハリスが来日し、通商条約締結を
求める。

孝明天皇、幕府を非難する勅諚を
幕府と水戸藩に下す。

42

安政 5 年～ 6 年
（1858～59）

戊午の密勅に関わった人物たちを
処罰（安政の大獄）。44～45

江戸城登城の途中に襲われ、落命。

嘉永 7 年（1854） 幕府、日米和親条約を締結。40

安政 7 年（1860） 46

安政 5 年（1858）

江戸幕府大老に就任。

できごと

幕府、日米修好通商条約に調印。44

　
井
伊
直
弼
は
、文
化
十
二
年（
一
八
一

五
）十
月
二
十
九
日
、井
伊
家
十
一
代
直
中

の
十
四
男
と
し
て
、彦
根
で
誕
生
し
ま
し

た
。当
時
五
十
才
の
直
中
は
、す
で
に
家

督
を
直
亮（
直
弼
の
兄
）に
譲
り
、彦
根
の

槻
御
殿
で
隠
居
生
活
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

直
弼
も
、直
中
や
兄
の
直
元
・
弟
の
直
恭

ら
と
と
も
に
、槻
御
殿
で
幼
少
期
を
過
ご

し
ま
し
た
。

　
天
保
二
年（
一
八
三
一
）、父
の
直
中
が

死
去
し
ま
す
。こ
れ
を
機
に
、直
弼
は
槻

御
殿
を
出
て
尾
末
町
屋
敷
に
移
り
住
み
ま

し
た
。こ
の
屋
敷
が「
埋
木
舎
」と
し
て
知

ら
れ
て
い
る
屋
敷
で
す
。

　
埋
木
舎
と
い
う
名
前
は
、直
弼
が
自
ら

名
づ
け
た
も
の
で
す
。直
弼
は
、井
伊
家

を
継
ぐ
こ
と
も
、他
の
大
名
家
に
養
子
に

出
さ
れ
る
こ
と
も
な
い
自
身
の
境
遇
を
、

地
中
深
く
に
埋
も
れ
て
顧
み
ら
れ
な
く
な

っ
た「
埋
も
れ
木
」に
た
と
え
ま
し
た
。そ

し
て
、世
に
出
る
こ
と
の
な
い
生
涯
で
あ

っ
た
と
し
て
も
、世
間
の
雑
事
か
ら
離
れ

て
、自
分
の
な
す
べ
き
こ
と
に
取
り
組
も

う
と
い
う
決
意
の
も
と
に
、こ
の
名
前
を

つ
け
た
の
で
す
。

　
直
弼
が
こ
の
時
期
に
取
り
組
ん
で
い
た

の
は
、茶
の
湯
・
国
学
・
和
歌
・
居
合
な
ど
、

多
岐
に
わ
た
る
文
武
の
修
養
で
し
た
。埋

木
舎
で
の
修
養
の
日
々
は
、お
よ
そ
十
五

年
に
及
び
ま
し
た
。

　
弘
化
三
年（
一
八
四
六
）一
月
、直
弼
は
急

遽
江
戸
に
呼
び
寄
せ
ら
れ
ま
す
。彦
根
藩

の
世
子
で
あ
っ
た
直
元
が
死
去
し
、そ
の
か

わ
り
に
直
弼
を
世
子
と
す
る
た
め
で
す
。

江
戸
に
移
っ
た
直
弼
は
、二
月
二
十
八
日
に

江
戸
城
に
登
城
し
て
将
軍
徳
川
家
慶
と
の

対
面
を
果
た
し
、将
軍
と
正
式
な
主
従
関
係

を
結
び
ま
し
た
。こ
の
と
き
直
弼
は
す
で

に
三
十
二
才
。彦
根
で
の
長
い
雌
伏
の
時

を
経
て
訪
れ
た
、大
き
な
転
機
で
し
た
。

　
世
子
と
な
っ
た
直
弼
は
、徐
々
に
政
治

へ
の
意
識
を
高
め
て
い
き
ま
す
。こ
の
頃

の
直
弼
は
、信
頼
す
る
家
臣
に
宛
て
た
書

状
の
中
で
、繰
り
返
し
直
亮
を
批
判
し
て

い
ま
す
。直
亮
の
気
ま
ま
な
振
る
舞
い
が
、

藩
政
を
停
滞
さ
せ
て
い
る
と
考
え
て
い
た

の
で
す
。現
状
に
対
す
る
批
判
的
な
考
え

を
抱
き
つ
つ
、自
ら
が
井
伊
家
を
継
ぐ
と

き
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

　
嘉
永
三
年（
一
八
五
〇
）に
直
亮
が
死

去
し
、直
弼
は
彦
根
藩
主
の
座
に
就
き
ま

す
。直
亮
の
治
世
に
批
判
的
な
考
え
を
持

っ
て
い
た
直
弼
は
、「
仁
政
」（
思
い
や
り
あ

る
政
治
）を
掲
げ
、藩
政
の
改
善
に
取
り
か

か
り
ま
し
た
。九
度
に
分
け
て
領
内
を
く

ま
な
く
巡
見
し
、領
民
の
様
子
を
見
て
ま

わ
っ
た
の
は
、そ
の
最
た
る
例
と
い
え
る

で
し
ょ
う
。

　
藩
主
就
任
か
ら
三
年
を
経
た
嘉
永
六
年
、

幕
府
を
震
撼
さ
せ
る
事
件
が
発
生
し
ま
す
。

ア
メ
リ
カ
の
ペ
リ
ー
が
軍
艦
四
隻
を
率
い

て
浦
賀
沖
に
来
航
し
、交
易
を
行
う
よ
う

に
要
求
し
て
き
た
の
で
す
。幕
府
は
、ど

う
対
応
す
べ
き
か
、溜
詰
と
い
う
幕
政
に

つ
い
て
諮
問
す
る
大
名
か
ら
い
ち
早
く
意

見
を
聴
取
し
ま
し
た
。井
伊
家
は
、溜
詰

大
名
の
一
員
で
、ペ
リ
ー
来
航
時
に
沿
岸

の
警
備
を
担
っ
て
い
た
家
で
も
あ
り
ま
し

た
。

　
幕
府
の
求
め
に
対
し
、直
弼
は
二
度
に

わ
た
り
意
見
書
を
提
出
し
ま
す
。そ
の
二

通
目
で
は
、ま
ず
ア
メ
リ
カ
と
の
軍
事
力

の
差
を
認
め
、交
易
を
進
め
る
べ
き
だ
と

主
張
し
て
い
ま
す
。同
時
に
、欧
米
諸
国
に

対
し
て「
年
月
を
経
て
必
勝
万
全
を
得
る
」

だ
け
の
力
を
蓄
え
、い
ず
れ
は「
鎖
国
」に

戻
す
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。単
な
る

開
国
論
で
は
な
く
、長
期
的
な
視
野
に
立

ち
、欧
米
諸
国
と
対
等
に
渡
り
合
お
う
と

す
る
姿
勢
を
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
翌
嘉
永
七
年
、幕
府
は
ア
メ
リ
カ
と
の

間
に
日
米
和
親
条
約
を
結
び
ま
す
。長
き

に
わ
た
っ
て
特
定
の
国
と
し
か
関
係
を
持

た
な
か
っ
た
幕
府
の
外
交
は
、大
き
な
転

換
期
を
迎
え
て
い
ま
し
た
。

  

和
親
条
約
を
締
結
し
た
ア
メ
リ
カ
は
、

通
商
関
係
を
樹
立
す
べ
く
、総
領
事
ハ
リ

ス
を
日
本
に
派
遣
し
ま
す
。
安
政
三
年

（
一
八
五
六
）に
来
日
し
た
ハ
リ
ス
は
通

商
条
約
締
結
を
要
求
し
、条
約
調
印
問
題

が
重
要
な
政
治
課
題
と
し
て
浮
上
し
て
き

ま
し
た
。幕
府
の
中
で
は
調
印
も
や
む
な

し
と
い
う
意
見
が
有
力
で
し
た
が
、老
中

堀
田
正
睦
は
、反
対
意
見
を
抑
え
る
た
め
、

勅
許（
天
皇
の
許
し
）を
得
よ
う
と
し
て
、

自
ら
京
都
に
赴
き
ま
し
た
。し
か
し
、朝

廷
内
部
で
は
強
硬
な
反
対
意
見
が
多
く
、

交
渉
は
失
敗
し
ま
す
。国
内
の
意
見
を
ま

と
め
よ
う
と
し
た
堀
田
の
策
は
、裏
目
に

出
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
同
じ
時
期
、幕
府
は
内
部
に
も
課
題
を

抱
え
て
い
ま
し
た
。十
三
代
将
軍
家
定
の

跡
継
ぎ
を
め
ぐ
っ
て
、紀
州
藩
主
徳
川
慶

福
と
一
橋
慶
喜
と
い
う
二
人
の
候
補
が
お

り
、そ
れ
ぞ
れ
を
推
す
勢
力（
南
紀
派
と
一

橋
派
）が
対
立
し
て
い
た
の
で
す
。国
の

内
外
に
難
題
を
抱
え
た
状
況
で
、直
弼
は

将
軍
自
ら
の
指
名
を
受
け
、大
老
に
就
任

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
安
政
五
年
四
月
二
十
三
日
に
大
老
に
就

任
し
た
直
弼
は
、堀
田
が
失
敗
し
た
条
約

調
印
の
勅
許
を
再
度
得
よ
う
と
し
ま
す
。

と
こ
ろ
が
、ハ
リ
ス
と
交
渉
し
て
い
た
役

人
は
、勅
許
が
得
ら
れ
る
ま
で
調
印
を
引

き
延
ば
す
よ
う
直
弼
か
ら
命
じ
ら
れ
て
い

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、通
商
条
約
に
調
印

し
て
し
ま
い
ま
す
。直
弼
は
、幕
政
の
最

高
責
任
者
と
し
て
、非
難
を
浴
び
る
立
場

に
立
た
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
直
弼
と
対
立
し
て
い
た
一
橋
派
の
人
々

は
、勅
許
を
得
ず
に
条
約
に
調
印
し
た
と

し
て
、朝
廷
に
向
け
て
幕
府
批
判
を
展
開

し
ま
す
。そ
の
結
果
、八
月
八
日
に
孝
明

天
皇
か
ら
、幕
政
を
批
判
す
る
勅
諚（
戊
午

の
密
勅
）が
出
さ
れ
ま
す
。幕
府
を
批
判
し

た
こ
と
に
加
え
、勅
諚
が
水
戸
藩
に
下
さ
れ

た
こ
と
が
問
題
に
な
り
ま
し
た
。天
皇
が

一
大
名
に
直
接
命
令
を
下
す
こ
と
は
、幕
府

の
支
配
原
則
に
反
す
る
も
の
で
、直
弼
と

し
て
は
放
置
で
き
な
い
問
題
で
し
た
。幕

府
は
、勅
諚
降
下
に
関
与
し
た
人
物
を
処

罰
し
ま
す
。こ
の
捜
査
の
過
程
で
、吉
田

松
陰
の
老
中
襲
撃
計
画
が
発
覚
す
る
な
ど

大
老
就
任

埋
木
舎
で
の
暮
ら
し

政
治
の
舞
台
へ

彦
根
藩
主
就
任
と

ペ
リ
ー
来
航

安
政
の
大
獄
か
ら

桜
田
門
外
の
変

し
た
た
め
、多
数
の
人
々
に
処
罰
が
及
び

ま
し
た
。こ
れ
が「
安
政
の
大
獄
」と
し
て

知
ら
れ
て
い
る
事
件
で
す
。直
弼
に
と
っ

て
は
、幕
府
の
統
治
体
制
を
維
持
す
る
た
め

に
と
っ
た
、や
む
を
え
な
い
処
置
で
し
た
。

　
安
政
六
年
十
二
月
、幕
府
の
働
き
か
け

が
実
っ
て
、密
勅
を
返
納
す
る
よ
う
に
、水

戸
藩
に
勅
命
が
下
さ
れ
ま
す
。こ
れ
に
反

発
し
た
一
部
の
水
戸
藩
士
は
、脱
藩
し
て

江
戸
に
向
か
い
ま
し
た
。

　
安
政
七
年
三
月
三
日
、直
弼
は
江
戸
城

に
向
か
う
途
中
、水
戸
・
薩
摩
脱
藩
浪
士

十
七
名
に
襲
撃
さ
れ
、殺
害
さ
れ
て
し
ま
い

ま
し
た（
桜
田
門
外
の
変
）。当
時
直
弼
は

四
十
六
才
で
、大
老
就
任
か
ら
二
年
足
ら
ず

で
の
事
件
で
し
た
。 

　
　
　
　
　
　
　

  （
学
芸
員 

松
浦
智
博
）

な
お
す
け

な
お
あ
き

な
お
も
と

な
お
や
す

て
ん
ぽ
う

う
も
れ
ぎ
の
や

な
ん  

き  

は

こ
う
め
い

ち
ょ
く
じ
ょ
う

し
ょ
う
い
ん

よ
し  

だ

さ
く
ら 

だ 

も
ん
が
い

ご

み
っ
ち
ょ
く

ぼ

い
え
さ
だ

ひ
と
つ
ば
し
よ
し
の
ぶ

よ
し

と
み

ろ
う
じ
ゅ
う

け
や
き 

ご 

て
ん

な
お
な
か

ぶ
ん 

か

こ
う 

か

あ
ん
せ
い

と
く
が
わ
い
え
よ
し

じ
ん
せ
い

う
ら 

が

お 

す
え
ま
ち

▶井伊直弼大老就任誓詞控（彦根城博物館所蔵）
　大老就任時に提出した自筆の誓詞の控。幕府を重んじ、将軍のために奉公することを誓っています。

し 

ふ
く

か  

え
い

た
ま
り
づ
め

ほ
っ 

た 

ま
さ
よ
し

ち
ょっ
き
ょ
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㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2015年第４四半期（10－12月期）」の調査では、939社を対象に368社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・
愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は43社だった。

地域経済データ地域経済データ
しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。㈱滋賀銀行のシンクタンクである㈱しがぎん経済文化センタ－では、四半期ごとに「滋賀県内企業動向調査」を実施している。
今回「2015年第４四半期（10－12月期）」の調査では、939社を対象に368社からの回答を得た。このうち、湖東地域（彦根市・
愛荘町・豊郷町・甲良町・多賀町）からの回答は43社だった。

しがぎん経済文化センター「滋賀県内企業動向調査」より

湖東地域の景況感は持ち直すも、
先行きには不透明感
2015年冬季ボーナス支給額は前年を下回る

景況感は、２四半期連続で改善
　今回の調査期間（2015年10－12月期）での湖東地域の自社の業況判

断ＤＩは－２だった。前回（７－９月期：－４）から2ポイント上昇しも

ちあいに近づいた。県全体（－４）との比較では、２ポイント上回った。

　４四半期連続で「悪い」が「良い」を上回るマイナス水準であるもの

の、回復傾向が続いている。

　「良い」理由としては、「天候が良く売上が伸びた」（サービス）、「既存

店舗の売上が昨年対比で上昇」（小売）などの意見が見られた。一方で

「消費増税の影響が長引き売上が減少。急激なニーズ・需要の変化に対

応できていない」（その他製造）、「中国景気低迷の影響を受ける」（鉄鋼）

など、厳しい意見もあった。

　３カ月後は12ポイント低下の－14と３四半期ぶりに回復の歩みが

止まり、大幅に悪化する見通しを示した（図表１）。

東近江、湖西を除く４地域でマイナス
　県内を地域別でみると、前回との比較で、湖東を含む４地域で回復

（大津、東近江、湖西）。うち東近江（－13→＋５）が大幅に回復しプラス

水準へ浮上。湖西（－４→±０）はもちあいまで回復した。湖東、大津

は改善傾向にあるもののプラス水準まで浮上とはならなかった。

　一方、湖南、甲賀、湖北で景況感は悪化した。特に、甲賀（－16→－18）、

湖北（－11→－20）で厳しい状況が続いている（図表２）。

雇用人員の不足感強まる
　湖東地域のその他のＤＩ項目をみると、売上ＤＩは－２と前回（－

５）から３ポイント改善しもちあいに近づいた。見通しは－10と一転、

悪化の見通しとなった。販売価格は前回から大きく低下の－10となっ

た。また、仕入価格は大幅に上昇（＋26→＋38）したことから、経常利益

は５ポイント悪化の－12となった。販売価格、仕入価格とも厳しい状

況が続く見込みだ。

　製・商品の在庫は前回（－２）から10ポイント上昇の＋８となり、再

び過剰感が出た。生産・営業用設備は横ばいの－５となった。雇用人

員は大幅低下の－38と不足感が強まった。県全体（－20）と比較し湖

東地域は特に雇用人員の不足感が強いようだ（図表３）。

設備投資実施は６割超
　今回の調査期間（10－12月期）内に設備投資を実施した

（する予定）の企業の割合は、湖東地域では64.3％で、県内で

は最も高く、県全体（51.1％）を大きく上回った。前回調査

（15年７－９月期）でも湖西に次ぐ水準であり、湖東地域の

設備投資意欲は高く推移している。

　設備投資実施予定（未確定を含む）の主な内容をみると、

「生産・営業用設備の更新」が57.1％でトップ。次いで「生産・

営業用設備の新規導入」（39.3％）、「ＯＡ機器の購入」

（25.0％）が続き、いずれも県全体を上回った（図表４）。

　なお、来期（16年１－３月）に設備投資を実施する企業の

割合は、湖東地域では52.4％と低下するが、県全体（40.9％）

を大きく上回り、引き続き県内で最も高くなる見通しだ。

賞与を支給する企業の割合は
県全体を上回る
　湖東地域の企業の15年冬季の“ボーナス支給予定”をみ

ると、「支給する」企業の割合は82.9％で、県全体（80.8％）

を2.1ポイント上回った。

　業種別にみると、製造業、非製造業とも「支給する」企業

の割合が県全体を上回った。特に非製造業では県全体

（81.5％）を4.2ポイント上回る85.7％と９割近くとなっ

た（図表５）。

ボーナス支給額は同程度とする企業が
半数を占める
　“１人当たりのボーナス平均支給額”は「増やす」が

18.4％と２割近くとなり、「減らす」（10.5％）を大きく上

回った。政権交代後、「賃上げ」のムードは地方にも波及

しており、近年、「増やす」が「減らす」を上回る状況が続い

ている。

　「同程度」とする企業は55.3％と半数を超えた。県全体

との比較では、「増やす」割合は0.5ポイント下回り、「減ら

す」は1.5ポイント上回った。業種別でみても同様の傾向

となり、製造業、非製造業とも県全体の業種別平均と比較

し「増やす」は下回り、「減らす」は上回った（図表６）。

支給額は0.3％の減少
　湖東地域の具体的な “ボーナス支給予定額”は

349,383 円（月平均給与の1.40カ月）。前年比では

0.3％減となった。県内全体（376,527円、同1.7％増）

との比較では金額、伸び率とも全体を下回った。

　ボーナス支給に対する意見として、「今は我慢の時」

（鉄鋼）、「需要の見通しが非常に厳しく、賞与につい

ても大変慎重になる」（その他の製造）など、厳しい意

見が見られた。また、「いずれ年俸制へ移行予定」（建

設）、「現状は業績による変動幅が少ない。今後、業績

連動型へ移行していきたい」（サービス）など、支給体

制に対する意見もあった。

15年
1-3月期 4-6月期 1-3月期7-9月期

前回 見通し

売上 （増加－減少） -2 ( 7 ) -10

経常利益 （増加－減少） -12 ( -4 ) -12

製・商品の在庫 （過大－不足） 8 ( -4 ) -5

販売価格 （上昇－下落） -10 ( -9 ) -8

仕入価格 （上昇－下落） 38 ( 25 ) 23

生産・営業用設備 （過剰－不足） -5 ( -7 ) 5

雇用人員 （過剰－不足） -38
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※（　）内の数値は前回調査時点での10-12月期の見通し

項目
16年

10-12月期
今回（※）

図表3　その他のＤＩ項目（湖東地域）

図表2　自社の業況判断ＤＩ（地域別）

（寄稿：㈱しがぎん経済文化センター）

１人当たりの月平均給与

単位 県内全体 湖東

円 246,897 249,154

ボーナス支給月数 カ月 1.53 1.40

円 376,527 349,383
前年対比(％)

平均年齢 歳 41.53 40.66

平均勤続年数 年 12.33 14.27

１人当たりの
ボーナス平均支給額

図表７　冬季ボーナス支給予定額

【分析方法】
・質問の「プラスの選択肢（良い・増加・過剰・上昇）の回答割合」から「マイナスの選択
肢（悪い・減少・不足）の回答割合」を引いた指数。  ・各項目の水準や方向性を示す。

ＤＩ（ディフュージョン・インデックス）
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図表５ 冬季ボーナスの支給予定
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10：30～11：00／13：30～14：00  彦根城本丸（天守前）
15：00～15：30  彦根城博物館前（冠木門）
 彦根市観光企画課  TEL.30-6120  公式HP http://hikone-hikonyan.jp/

2月も「ひこにゃん毎日登場！」
 ※都合により中止または登場場所変更の場合も有

※雨天の場合は彦根城博物館前（冠木門）

歴史手習塾
「真田家と２つの戦い」
▶第２講 ２／２１（日）
開場 13：30 開講 14：00
「真田は大坂の陣をどう迎えたか」
講師：北川央氏（大阪城天守閣館長）

▶宗安寺（本町2丁目３－７）
▶料金（全席自由） 1,２00円
▶チケット販売
ひこね市文化プラザチケットセンター
　TEL.27-5200  http://bunpla.jp
真田信繁が戦陣に散った「大坂の陣」、
信繁は何を思い戦ったのか。真田家か
ら見た戦いを中心として、戦国時代の
終焉を検証します。2016年NHK大河
ドラマをより深く楽しめる講座！

NPO法人ひこね文化デザインフォーラム
（歴史手習塾プロジェクト）23-3383

Grill de Griller
（グリルでグリラー）
▶2／25（木）10：30～12：30
〈申込締切日：2／18（木）〉
▶大阪ガスショールーム ディリパ彦根
▶参加費  無料
▶定員：8名（応募多数の場合抽選、初
　回の方に限ります）

MENU ・鮭と野菜のホイル焼き・ガス火で
炊いたごはん・くるみのブラウニー・紅茶
お魚を焼くだけでなく、デザートも作れ
ちゃう！ガスコンロのグリル活用術を
ご紹介♪Siセンサーコンロの体験をし
ていただく内容となっています。

FAXでお申込みください。
大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409・FAX.22-3167
http://home.osakagas.co.jp/
       showroom/dilipa_hikone

井伊直弼公生誕200年記念事業
狂言風オペラ
“コジ・ファン・トゥッテ”
▶2／27（土）
開場 14：30 開演 15：00
▶ひこね市文化プラザ グランドホール
▶料金（全席指定/税込）
　一般S席 4,000円、A席 3,500円
　友の会S席 3,600円、A席 3,150円

特別公開
「弥千代の雛と婚礼調度」弥千代の雛と婚礼調度」弥千代の雛と婚礼
▶２／５（金）～３／８（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
井伊直弼の愛娘弥千代の婚礼のために
調えられた婚礼調度や雛人形、婚礼調度
の精巧なミニチュアとして作られた大揃
えの雛道具を一挙公開します。桃の節句
にふさわしい雛と雛道具の飾りを、豪華
な婚礼調度とともにご覧ください。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

滋賀のおもてなし旅
びわ湖灯り絵巻
▶２／11（木・祝）～14（日）
　彦根会場点灯時間
１８：００～２１：００（予定）
▶［彦根会場］夢京橋キャッスルロード・
四番町スクエア

▶一燈 1,000円（税込）
▶お申込み
（公社）彦根観光協会 TEL.23-0001
滋賀の灯りスポットに、あなただけの“ハー
トの灯り”をともしませんか！ 滋賀県内８
つの灯り会場で、皆さんの思い思いの
“ハートの灯り”をつなぐ「びわ湖灯り絵
巻」。「恋人たちの灯り」「記念の灯り」な
ど、あなたの想いでメッセージを入れた
“ハートの灯り”で、この冬一番の想い出を
びわ湖に残してください。参加者には「ラ
ンタンライト」プレゼント！

灯り絵巻事務局（公社）びわこビジター灯り絵巻事務局（公社）びわこビジター灯り絵巻事務
ズビューロー） TEL.077-511-1530

プラザフェスティバル
2016
▶【舞踊部門】２／11（木・祝）
　14：00開演　グランドホール
▶【クラシック部門】２／１３（土）
　14：00開演　エコーホール
▶【バレエ部門】２／14（日）
　15：00開演　グランドホール

▶【児童劇部門】２／20（土）
　13：30開演　メッセホール
▶【チャレンジ部門】２／20（土）
　15：00開演　エコーホール
▶【邦舞・邦楽部門】２／21（日）
　14：00開演　エコーホール
▶入場無料（要整理券）▶入場無料（要整理券）▶
▶整理券配布場所
ひこね市文化プラザ・市民会館・
みずほ文化センター

文化芸術団体や個人が日頃練習を重
ねてきた成果を発表する場として、ま
た、優れた舞台芸術に親しみ鑑賞して
いただく機会として「プラザフェスティ
バル2016」を開催します。

ひこね市文化プラザ TEL.27-5200
http://bunpla.jp

彦根の音楽家を支援する会
第５回演奏会
リュイール・シャトン・
クァルテット
「弦楽四重奏の贈り物」
▶２／13（土）
開場 13：30  開演 14：00
▶納屋七（旧広田家）和室
　（城町１-７-１６）
▶チケット 1,000円
歴史ある連子格子の建物・納屋七で素
敵な音楽をお届けいたします。座席に
限りがありますので立見になる場合も
ございます。なお、会場は江戸時代の
古民家です。寒い時期ですので暖かく
してご来場ください。

米田 090-3265-5944
黒田 090-7482-0956

ひこねで朝市
▶2／21（日）８：００～１２：００
▶護国神社
新鮮野菜・豆腐、湖魚・郷土料理、醤油、
パン、菓子、ミニカフェ、その他、地産地消
こだわりの品 が々並びます！

ひこねで朝市実行委員会
TEL.24-4461

　学生S席 2,000円、A席 1,500円
　高齢者・障がい者 S席3,800円
　　　　　　　　　A席A席A 3,300円
　※未就学児はご入場いただけません。

モーツァルトのオペラ作品を狂言風に
アレンジした世にも愉快なクラシカル・
クロスオーバー・エンターテインメント。

ひこね市文化プラザチケットセンター
TEL.27-5200  http://bunpla.jp　

テーマ展「近江ゆかり
の工匠～刀工・鐔師・
鉄砲鍛冶～」
▶3／11（金）～4／12（火）
8：30～17：00（入館は16：30まで）
▶彦根城博物館
近江の地では古くから刀や鉄砲の工人
が活躍してきました。中には彦根を拠
点に活動し、全国的に名を知られた名
工もいます。本展では、館蔵品の中か
ら、近江ゆかりの工匠が制作した刀や
鐔（つば）、鉄砲などの武具を、江戸時
代の作品を中心に紹介します。

彦根城博物館 TEL.22-6100
http://hikone-castle-museum.jp

ディリパ彦根
フリーマーケット
▶3／13（日）9：30～14：0０
▶大阪ガスショールーム
　ディリパ彦根館内
第1４回フリーマーケットがディリパ彦
根で開催されます。館内での開催です
ので、雨天でも安心してご来館くださ
い。最新のガスコンロを使用した調理
実演とご試食会も同時開催！

大阪ガスショールーム ディリパ彦根
TEL.22-3409
http://home.osakagas.co.jp/
      showroom/dilipa_hikone/

チケット発売中！

チケット発売中！

チケット発売中！

H C C I .  p r e m i u m  s t o r y ⑧

長野主膳義言
　長野主膳義言は、安政７年
（1860）３月３日桜田門外の変
後も、井伊直弼への忠節を尽く
しながら、彦根藩によって斬首さ
れた。直弼の遺志を果たせぬま
まの突然の仕置きに対する覚悟
と無念、主君の汚名が雪がれる
ことを念じながら、刑に甘んじた
のである。
　長野主膳の幼名は主馬、諱は
義言。長野について判るのは天
保10年（1839）に伊勢河俣郷
宮前の豪家、滝野知雄邸に姿を
現した頃からである。出身地は
訛りから九州説、風貌から京都
公家説、地縁から紀州説がある
が、いずれも決め手に欠ける。
　本居宣長派の国学を学び、伊
勢、美濃、尾張などを漂泊、国学
や和歌などを教授し、天保12年
（1841）の冬、近江に入った。こ
の才能溢れる国学者は、まず旧
山東町市場の医者・三浦北庵
宅とその近くの鎌足神社隣の長
屋に滞在した後、志賀谷（紀州
藩の飛地・紀州家の阿原忠之
進代官の別荘地）に移り、国学
塾「高尚館」を開いた。
　直弼と長野が初めて会ったの
は天保13年（1842）だった。直
弼が熱烈なラブコールをおくり、
「埋木舎」にて面会が叶った。
三晩続けて語り明かした直弼
は、学識と人柄に敬服し、師弟の
契りを結んだことはよく知られて
いる。直弼、長野共に28歳だっ
た。
　ペリーが浦賀に来航した嘉永
６年（1853）、直弼は藩主として
初めて彦根に帰国し、長野を彦
根藩に招聘する。直弼は政治課
題実現のため、豊富な政治的知
識を持ち行動力のある有能な人

材を登用する必要があった。長
野は藩校・弘道館国学方に取り
立てられ、20人扶持の家臣とし
て、現彦根市立花町の藩医小県
清庵の跡屋敷を与えられた。長
野39歳。
　日米修好通商条約問題に関
する朝廷工作や、安政の大獄を
事実上すべて取り仕切り、江戸
や京都と滞在場所を転 と々する
暮らしになっていく。長野は直弼
の政治に関わることがなければ、
学者として大業を成したであろう
といわれている。
　桜田門外の変の２年後、文久
２年（1862）、「文久の幕政改
革」で彦根藩は苦渋の決断を迫
られていた。大老直弼と対立し
た一橋派が幕政を掌握し、一橋
慶喜と松平春嶽は直弼が行
なった大獄は甚だ専断であった
として、井伊政権の清算に動き
出したのだ。
　彦根藩もその動きを察知し、
直弼の側近であった長野主膳と
宇津木六之丞の斬首、家老木
俣清左衛門と庵原助右衛門を
処罰することにより、その譴責
（叱り責めること。不正や過失な
どを厳しくとがめること）を免れ
ようとした。
　長野、宇津木の斬首の決断を
下したのは藩主井伊直憲だが、
当時直憲はまだ15歳、家老岡
本半介（後の岡本黄石）の進言
によると伝えられている。しかし
実際は、岡本自らが計画したも
のではなく、渋谷騮太郎（後の
谷鉄臣）が岡本に進言したのも
のだったという。
　長野の罪状は、「奸計を以て
重役の者に取入、御政道を取乱
シ、御国害を醸し、人気を動揺致

首された者を正式に弔うことは
できず、明治５年（1872）に白骨
化した長野の遺体を弟子たちの
手で天寧寺の直弼供養塔の近
くに埋葬し、「歌碑」を建立した
のである。
　君がこの　今日のい出まし
　　待ち得てぞ
　萩の錦も　はえまさりける
　そして、長野主膳之奥津城の
墓碑は、主膳の百回忌にあたる
昭和37年（1962）にようやく建
立されたのである。
　家老岡本とともに彦根藩政の
舵取りをしていた尊王攘夷派の
西川吉輔は、長野について「彦
根藩内においては誹謗の声はな
く、彼は非常に人が良く、清廉潔
白な人間であった」と評してい
る。今の世に、そのことを知る人
はほとんどいない。長野を朝廷
工作や、安政の大獄の実行者と
してではなく、国学者として顕彰
する時期がきているのではない
だろうか。

させ候挙動、言語道断・不届至
極、重罪之者ニ候」。
　宇津木は彦根藩により捕らえ
られ、彦根に移送された後、禁固
を命じられ斬首。長野に至って
は、捕らえられた３日目に斬首。
葬礼は禁止された。
　しかし新政権の譴責は止むこ
とはなく、井伊家に対し京都守
護の解任、10万石削減が命じら
れたのである。
　彦根城町郵便局の前に「義
言地蔵尊」がある。藩政時代に
は牢屋があり「牢屋町」とも呼ば
れていたところだ。 斬首後も遺
骸打ち捨てになった長野の霊を
鎮めようと、門人であった中村長
平が石の地蔵尊を祀ったのがこ
の地蔵尊だ。義言や連座して亡
くなった人々の遺族に対しても、
中村は自らの危険をかえりみず、
あたたかい援助を続けたという。
　天寧寺には「長野主膳墓碑」
がある。「長野主膳之奥津城」
（神道式の墓）と刻まれ、小さな
歌碑が添えられているように見
える。
　実は、明治になってからも斬

■参考文献
『改訂近江國坂田郡史』
『長野主膳義言と巖佐由』柏原宿歴史ふれあい
友の会・平成15年
『井伊直弼』母利美和・吉川弘文館・平成18年

義言地蔵・歌碑と墓碑

▶天寧寺 長野主膳義言の墓碑と歌碑
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明確なターゲットで注目度アップ！ お問合わせ・お申し込み
TEL.0749-22-4551

クーポン
広告募集

・一般のクーポン広告掲載料に比べると会員価格でお得です。
・商工会議所会員事業所など約2,000の事業所に配布します。
・折り込みやDMのコスト削減に役立ちます。 ¥14,000-

掲載料金（税込）縦70mm×横90mm

有効期限2016年2月29日まで

天然真鴨鍋・天然真鴨鍋フルコース

500円OFF
（要予約）他券・他サービスとの併用はご遠慮ください。

彦根市松原町1377／予約専用電話 0120-28-2667
宴会最大80名／駐車場あり（15台）／彦根市内への送迎承っております。
http://www.futabasoh.com/

今が旬です
双葉荘特製天然真鴨鍋

期間限定

● 天然真鴨鍋 お一人様　　
　 7,560円（税・サ込）より
● 一羽丸ごと天然真鴨鍋
　 フルコース12,420円（税・サ込）
　 より
２月末までの期間限定プランです。
他にも近江牛しゃぶしゃぶ・すき
焼きプランなどをご用意いたして
おります。

お線香 ３割引

和の灯りで心の安らぎを
仏事はもちろんのこと、暮ら
しの中でお使いいただける和
ろうそくを幅広く取り扱って
おります。伝統工芸品である
和ろうそくや貴重なお香に興
味のある方はぜひお立ち寄り
ください。

彦根市河原３丁目２-２４・Tel.０７４９-２6-2106
営業時間 9：0０～19：0０・無休・来店前要予約

お1人様１枚のご利用と

させていただきます。蠟喜商店和蠟燭

蠟喜商店和蠟燭

洋ローソク・線香・焼香一式

※楽器本体は対象外です。

・２時間以上のご利用でスタジオ料金１０％off
・アクセサリー1,０００円以上の買い物で５％off

彦根市中央町6-11・1階／TEL.0749-20-6989
営業12：00～21：00／定休日 水曜日

●各種楽器販売
ギター、ベース、ドラム、アンプ、エフェ
クター、ウクレレ、関連アイテムなどを
取り揃えています。
●店頭リペア対応可
リペアマン常駐！即日対応可！
改造や調整のご相談も承ります。
●練習スタジオ完備
モニタリングにこだわった練習スタジ
オを設置。低価格レコーディングにも
今後対応予定です。

・楽器修理致しますのでなんでもご相談くだ
さい。（ギター、ベース、アンプ各種、管楽器等）
・スタジオレンタル1,800円／ｈ～

“文化大衆的酒家”名古屋コーチンの
翠翔suisyoにあるものは、最高に美味しい
「鶏」と「野菜」お客様とスタッフの最高の
「笑顔」です！

●翠翔鍋コース 3,500円（税込）
　飲み放題120分＋1,500円
●名古屋コーチンフルコース　 　
　4,500円（税込）
　飲み放題 120分＋1,500円
●名古屋コーチン鶏しゃぶコース　
　３，５００円（税込）
   飲み放題１２０分+１，５００円

彦根市本町１丁目１-５／Tel.０７４９-２３-５９３１／営業時間 １７：３０～２４：００（ＬＯ２３：3０）
定休日  水曜日／全席掘りごたつ 合計１１０席／駐車場あり

他券、他サービスとの併用はご遠慮ください。

飲食代
５%OFF

料亭旅館やす井に隣接
した直営店で、ひとつひ
とつこだわりを持った
お料理の品々で、皆様の
お越しをお待ちしてお
ります。

彦根市安清町13-26／ tel.0749-23-8238
営業時間 11：00～15：00（LO14：30）・17：00～21：00（LO20：30）
宴会最大人数 100名／駐車場 30台／定休日 水曜（祝日の場合は木曜に振替）
設備 サービス：個室有り・全席禁煙・大型バス可・Wi-Fiスポットあり

●一口ヒレカツ定食
             1,200円（税別）
●天丼　 1,100円（税別）
●天ぷらカレーうどん
             850円（税別）
●助六　 530円（税別）

有効期限2016年2月29日まで 有効期限2016年2月29日まで

有効期限2016年2月29日まで 有効期限2016年2月29日まで 有効期限2016年2月29日まで

１グループ１枚まで可。
他券・他サービス併用不可。

チョコシューアイス
人数分サービス
（宴会コース注文時はデザート増量）

彦根市西今町933番地
TEL.0749-27-0050

東近江市中野町268番地
TEL.0748-20-0050

近江八幡西庄町985番地
TEL.0748-32-0050

彦根市西今町939番地
TEL.0749-22-5000

彦根市西沼波町191番地 TEL.0749-24-9500犬上郡多賀町多賀1479番地 （近江鉄道 多賀大社前駅すぐ）
2016年2月オープン！

メモリアルプラザ

安 心 と 信 頼 の ネ ット ワ ー ク
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1,000以上お買い上げの方に
高級線香お試しセットプレゼント
お1人様１枚のご利用とさせていただきます。
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